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松戸市食品ロス削減推進についての報告書 

 

 

 

（令和３年３月） 
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松戸市食品ロス削減推進施策の実績（～令和２年度） 

行政経営課（もったいない運動を通じた啓発） 
事業名称 イベント啓発 
事業内容 こども祭り・松戸まつりにもったいない運動のブースを出展する際、併せて食品ロス削減の啓発を行う。 
実績      ・こども祭り 

 社会福祉協議会からフードバンクのパネルを借用し、掲出した。 
・松戸まつり 
 クイズの題材に食品ロスの内容を使い、ヒントを３R・食育のブースに設置してもらって参加者の誘導 
を図った。 

               
       
 
 
 
 

 

    

  こども祭り 松戸まつり 
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広報広聴課 シティプロモーション担当室（イベント啓発） 
事業名称 ごちそうとぼうさい 
事業内容 ① 平成 26年度 防災食や非常食をアレンジレシピで「ごちそう」にして、防災について考える。 

② 平成 27年度 防災食や非常食をアレンジレシピで「ごちそう」にして、防災について考える。 
実績 ① 開催回数１回 参加者 46人 

② 開催回数１回 参加者 79人 
イベント案内チラシ ① 平成 26年度          イベント案内チラシ ② 平成 27年度 
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地域共生課（フードドライブの実施） 
事業名称 ① 松戸市職員対象フードドライブ 

② 市民対象緊急フードドライブ 
事業内容 緊急事態宣言が発出された影響で、食事の確保が困難な家庭に対して支援を行っているフードバン

クへの要請が増えていることから、各フードバンクの食料在庫を支援するためフードドライブを実
施した。 

① 市役所職員を対象に実施 
② 松戸市民を対象に実施 

令和２年度実績 ① 令和 2年 4月３０日（土）５月１日（日）実施  食料品の提供品数 １，２３８品 
                           総重量  ３４９キログラム 

② 令和 2年５月３０日（土）５月３１日（日）実施 食料品の提供品数 ３，７８４品 
                           総重量  １，４２４キログラム 

【提供先団体】 まつどフードバンク、とうかつ草の根フードバンク、松戸市社会福祉協議会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

集まった食品 市 HPより 
フードドライブ 
チラシ 
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消費生活課（消費者教育・啓発） 
事業名称 消費生活講演会 
事業内容 講演会の開催 
令和２年度実績 日 時：令和２年１０月２日（金）１４時から 

場 所：市民劇場ホール 
テーマ：冷蔵庫収納＆食品保存のコツ 
講師 ：（一社）食エコ研究所 代表理事 島本 美由紀 様 
参加者：８４名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会場の様子 市 HPより 
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環境業務課（食品ロスとして廃棄された生ごみのリサイクル） 
事業名称 生ごみ処理容器等購入費補助金制度 
事業内容 生ごみ処理容器等を購入し、かつ設置した者に対し補助金を交付する。 
令和元年度実績 基数 80基 補助金額 877,200円 

（コンポスト 11基、EM容器等 8基、電気式 61基） 
令和 2年度実績 
 

基数 180基 補助金額 1,822,200円 
（コンポスト 23基、EM容器等 16基、電気式 141基） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市 HPより 
 

コンポスト容器 
設置型（屋外） 

EM菌等使用容器 電気式生ごみ処理機 

コンポスト容器 
バッグ型（屋内可） 
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健康福祉政策課（食育を通じた啓発） 
事業名称 食育月間における啓発 
事業内容 食育月間（国：6月・県：11月）に食育に関する展示を行い、食品ロス削減等に関する啓発資料を配布。 
実績 6月･11月の第 1週に、市役所連絡通路にて展示を実施。千葉県が作成した啓発資料を配布。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展示の様子 配布資料 
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健康福祉政策課（食育を通じた啓発） 
事業名称 市内イベント会場における啓発 
事業内容 市内イベント会場において食育に関するブースを出展。来場者へ食品ロス削減等に関する啓発資料を 

配布。 
令和元年度実績 松戸まつり､松戸モリヒロフェスタ､まつど大農業まつりの会場内において千葉県が作成した啓発資料を

配布。 
 会場の様子 配布資料 
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地域福祉課（生活困窮者支援フードバンクの普及啓発） 
事業名称 市ホームページ等での啓発活動 
事業内容 松戸市社会福祉協議会及びフードバンクちばの取り組みについて、ホームページ・ポスター掲示などに

より周知啓発する。 
令和元年度実績 ・市ホームページにおいて、松戸市社会福祉協議会での食品の寄付方法について周知した。 

・フードバンクちばの実施するフードドライブについて、ホームページへの掲載・チラシの設置・ポスタ
ーの掲示により周知した（年２～３回実施）。 

 

 

市 HPより 
 社会福祉協議会が実施している食品の寄付方法を周知 

フードバンクちばで実施の
第 25回フードドライブ 
実績報告書を HPに掲出 

フードバンクちばで実施の
第 26回フードドライブ 
ポスターを HPに掲出 
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子ども政策課 子どもの未来応援担当室（フードドライブの実施） 
事業名称 松戸市職員対象「子どもの未来応援フードドライブ」 
事業内容 松戸市職員に対し、子どもの未来をみんなで応援していく機運を醸成し、子ども食堂の活動やフードバ

ンク事業の理解につなげていくことを目的として、「子どもの未来応援フードドライブ」を開催した。 
令和元年度実績 ・１回開催（令和元年１０月３０日（水）～３１日（木） 

・ご提供者数 １０７名 
・ご提供いただいた食品 ７２１品目 ８５９．３kg 

 
 
 
 

 

内訳 品数   量 

調味料類 74 18.4 ㎏ 

レトルト類 90 20.0 ㎏ 

缶・ビン詰類 126 26.7 ㎏ 

お菓子・スナック類 117 16.8 ㎏ 

ジュース・コーヒー類 120 463.4 ㎏ 

インスタント麺・乾麺 116 32.5 ㎏ 

乾物 42 5.3 ㎏ 

米など 36 276.2 ㎏ 

合計 721 859.3 ㎏ 

提供いただいた食品 

会場の様子 
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保健体育課 学校給食担当室（学校給食を通じた啓発） 
事業名称 学校での啓発 
事業内容 学校給食を通じた啓発 
実績 ・市内３校（小学校２校・中学校１校）において、給食だよりを通じて保護者へ啓発 

・小学校１校において、食品ロスについて授業を実施（小学３年生） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

給食だよりと授業風景（小学校） 

授業を実施した小学校では、総合的な学習の時間に「めざせ！食品ロス０ ～自分から始めよう～」とした
単元で、食品ロスを減らすために、自分たちにできることがあることに気づき、自分たちにできることは何
かを考え、自分ごととして活動に取り組むことができるようになることを学びました。 

給食だより（中学校） 
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  廃棄物対策課（ごみ減量を通じた啓発） 
事業名称 クリンクルキャラバン（ごみに関する市民説明会） 
事業内容 市内各所にてごみに関する市民説明会を開催し、その中で食品ロスの削減についても啓発する。 
令和２年度実績 開催回数 １９回 

参加者延べ３４５人 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

市民説明会の開催 
市内 19会場で実施 

ごみ減量のポイントのひとつとして
食品ロス削減を啓発 
説明会資料の食品ロスに関する頁 



- 13 - 
 

廃棄物対策課（ごみ減量を通じた啓発） 
事業名称 広報媒体での啓発活動 
事業内容 リサイクル通信、Twitterでの啓発 
令和２年度実績 リサイクル通信令和２年７月特別号（218,000部発行） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

リサイクル通信 
令和２年７月号 

食品ロスに関する 
クイズを Twitterに投稿 
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廃棄物対策課（ごみ減量を通じた啓発） 
事業名称 啓発用マグネットモニタリング調査 
事業内容 冷蔵庫貼付け用マグネットシートの効果を調査 
令和２年度実績  クリンクル推進員（60名）に依頼 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

配布したマグネットシート 

調査票 

冷蔵庫をチェックすることで食品ロス削減の効果があるか？ 
冷蔵庫にマグネットシートを貼付けることで、冷蔵庫内のチェックを意識するか？等を検証するため 
マグネットシート・アンケートをクリンクル推進員に送付し、協力を依頼した。 
一定期間冷蔵庫に貼付けてもらい、その後アンケートに回答いただいた。 

〇ﾏｸﾞﾈｯﾄｼｰﾄを   
貼ってから   「意識して整理するようになった人」の割合 回答者の 61.4％ 
冷蔵庫内を   「食品の定位置を決めるようになった人」の割合 回答者の 50.0％ 
             「余分に買うことが減った人」の割合 回答者の 63.6％ 

               「期限が切れる前に使うようになった人」の割合 回答者の 68.2％ 
               「期限切れで食材を捨てることが減った人」の割合 回答者の 72.7％ 
〇ﾏｸﾞﾈｯﾄｼｰﾄの   
啓発は       「食品ロス削減の効果があった」と感じた人の割合 回答者の 65.9％ 

調査結果（抜粋） 
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廃棄物対策課（ごみ減量を通じた啓発） 
事業名称 環境学習 
事業内容 小学４年生向けの説明会を開催し、その中で食品ロスの削減について啓発する。 
実績 開催回数８回  参加者延べ６４6人（平成 30年度実績） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 30年度の様子 

令和元・2年度は新型コロナウィルス感染症拡大防止のため中止 

環境学習のリデュース（ごみを減らす）の中で 
余分な食材を買わない、給食を残さずたべることも 
食品ロス削減につながることを学習 
食品ロスダイアリーを紹介・配布 

環境学習が実施できない状況のため、夏休みを利用 
した「7日でチャレンジ！食品ロスダイアリー」 
啓発チラシを小学 4年生に配布 

令和 2年度 
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廃棄物対策課（ごみ減量を通じた啓発） 
事業名称 ３０１０運動の推進 
事業内容 宴席では開始後３０分間、終了前１０分間は着席して料理を楽しみ、食べ残しをなくす運動。庁内をは

じめとして、市ホームページでの広報、 
平成 30年度実績 市ホームページ・庁内の電子掲示板での広報 

飲食店への啓発ステッカー配布 418店舗 5,016枚 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

市のホームページ・庁内の電子掲示板での広報 飲食店のメニューに貼る啓発ステッカー  


